
 

 

 

 

 

令和８年度医師の働き方改革の推進等に関する検討会 開催要綱 

 

１．目的 

○ 医師の働き方改革については、令和６(2024)年４月から医師の診療業務の特殊性を

踏まえた時間外・休日労働時間の上限規制が導入され、その際に設けられた地域医療

を確保するための暫定的な特例水準については、令和 17（2035）年度末までに解消す

ることが目標とされ、必要な取組が進められている。 

○ この特例水準や医師の労働時間短縮等に関する指針（令和４年厚生労働省告示第７

号）に基づき定める短縮目標ラインについては、法施行後３年ごとに必要な見直しを

検討することとされていることを踏まえ、他の水準を含めた医師の労働時間の実態や、

法施行後における医師の働き方改革に係る取組の状況を確認するとともに、医師の働

き方改革をさらに推進するための検討を行うため、本検討会を開催する。 

 

２．検討事項 

医師の働き方改革をさらに推進するための方策について 

 

３．構成員 

（１）構成員は、別紙のとおりとする。 

（２）座長は、構成員の互選により選出する。座長は座長代理を指名することができる。 

（３）構成員が、やむを得ず欠席し、代理出席を希望する場合には、事前に座長の了解を

得た上で当日の会合において承諾を得ることにより、参考人として参加することがで

きる。 

 

４．検討会の運営 

（１）本検討会は、医政局長が別紙の構成員の参集を求めて開催する。 

（２）本検討会においては、必要に応じ、関係者の参加を求めることができる。 

（３）本検討会の議事、資料及び議事録は、公開することにより個人等に不利益を及ぼす

恐れがあるなど、特段の事情がある場合を除き、公開とする。なお、非公開とした場

合には、その理由を明示するとともに、座長が認める範囲において議事要旨を公開す

る。 

（４）本検討会の庶務は、医政局医事課において処理する。 

（５）この要綱に定めるもののほか、本検討会の運営に関し必要な事項は、座長が定める

こととする。 
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（別紙） 

令和８年度 医師の働き方改革の推進等に関する検討会 構成員名簿 

 

 氏 名 所 属・役 職 

  家保 英隆  全国衛生部長会 会長 

  岡 俊明  日本病院会 副会長 

  小塩 隆士  一橋大学社会科学高等研究院 特任教授 

  絹巻 暁子  東京大学医学部附属病院小児科 講師 

  城守 国斗  日本医師会 副会長 

  菅村 裕子  日本労働組合総連合会 総合政策推進局長 

  堤 明純  北里大学医学部公衆衛生学 教授 

  長野 裕幸  保健医療福祉労働組合協議会 副会長 

  野原 理子  東京女子医科大学衛生学公衆衛生学講座 教授・基幹分野長 

  馬場 武彦  日本医療法人協会 会長代行 

  前田 嘉信  岡山大学病院 病院長 

  濵口 欣也  日本医師会 常任理事 

  森 正樹  東海大学 学長補佐 

  森本 智恵子  森本社会保険労務士事務所 代表 

※五十音順。敬称略。 
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